
第
４
回
定
例
会
が
11
月
22
日
か
ら
開

か
れ
、
24
日
の
一
般
質
問
に
、
日
本
共

産
党
区
議
団
を
代
表
し
て
小
栗
智
恵
子

議
員
が
た
ち
ま
し
た
。

小
栗
議
員
は
「
平
和
」
「
地
方
自
治
」

「
地
区
計
画
の
改
定
」
「
築
地
市
場
移

転
」
「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

「
障
害
児
の
発
達
支
援
」
に
つ
い
て
質

問
を
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
今
年
は
「
地
方
自
治
法
施

行
70
周
年
」
で
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

地
方
自
治
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
ま
し
た
。

今
号
で
は
、
小
栗
議
員
の
「
地
方
自

治
」
に
関
す
る
質
問
と
区
長
答
弁
を
紹

介
し
ま
す
。

地
方
自
治
法
施
行
か
ら
70
年
目
の
年

今
年
は
日
本
国
憲
法
の
施
行
、
そ
し

て
、
地
方
自
治
法
の
制
定
・
施
行
か
ら

70
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

日
本
国
憲
法
は
、
国
民
主
権
、
基
本

的
人
権
の
保
障
、
平
和
主
義
と
並
ん
で

「
地
方
自
治
」
と
い
う
一
つ
の
独
立
し

た
章
（
第
８
章
）
を
設
け
、
「
地
方
自

治
の
本
旨
」
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

こ
の
憲
法
に
基
づ
く
地
方
自
治
法
に

は
、
地
方
公
共
団
体
の
役
割
と
し
て
、

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を

自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る
役
割

を
担
う
も
の
と
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

戦
前
は
国
の
統
治
の
た
め
の
地
方
制
度

戦
前
に
は
「
地
方
自
治
」
と
い
う
既

定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

都
道
府
県
や
市
町
村
は
戦
前
か
ら
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
国
の
統
治
の
た

め
の
地
方
制
度
で
あ
り
、
戦
争
体
制
を

支
え
た
国
家
統
制
機
構
で
し
た
。

戦
後
、
こ
の
侵
略
戦
争
へ
の
深
い
反

省
の
元
に
日
本
国
憲
法
が
定
め
ら
れ
、

併
せ
て
「
地
方
自
治
法
」
が
制
定
さ
れ

ま
し
た
。

地
方
自
治
は
豊
か
に
発
展
し
て
き
た
か

地
方
自
治
と
は
地
方
の
こ
と
を
自
ら

治
め
、
「
国
か
ら
独
立
し
て
」
「
住
民

の
意
思
に
基
づ
い
て
」
そ
の
事
務
を
処

理
す
る
こ
と
で
す
。

地
方
自
治
法
が
制
定
さ
れ
て
70
年
、

地
方
自
治
が
豊
か
に
発
展
し
定
着
し
て

き
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
か
。

沖
縄
県
辺
野
古
の
事
例
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
国
が
地
方
に
と
っ
て
決
定
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﹇
質
問
項
目
﹈

１
、
平
和
を
脅
か
す
安
倍
政
権
の
軍
拡
方

針
に
つ
い
て

２
、
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
、
改
め
て

地
方
自
治
を
問
う

３
、
地
区
計
画
の
改
定
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

４
、
築
地
市
場
「
移
転
」
問
題
に
つ
い
て

５
、
「
第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
の

策
定
に
つ
い
て

６
、
障
害
児
の
発
達
支
援
の
た
め
の
教
育

に
つ
い
て



的
な
こ
と
を
勝
手
に
決
め
、
そ
れ
を
地

方
に
押
し
つ
け
る
や
り
方
が
強
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

国
の
政
策
を
地
方
自
治
体
に
押
し
付
け

１
９
６
０
年
〜
７
０
年
代
、
公
害
問

題
や
福
祉
の
立
ち
遅
れ
な
ど
の
社
会
問

題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
住
民
運
動
が

広
が
り
、
京
都
、
東
京
、
大
阪
な
ど
で

も
革
新
自
治
体
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
老
人
医
療
費
の
無
料
化
な

ど
地
方
の
先
進
的
な
施
策
が
国
の
制
度

と
な
る
な
ど
、
住
民
自
治
、
地
方
自
治

が
発
揮
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
国
的
な
地
方
財
政
危
機

を
理
由
に
し
て
、
国
は
福
祉
の
見
直
し

な
ど
で
自
治
体
経
費
を
縮
小
さ
せ
る
圧

力
を
強
め
、
国
主
導
の
「
行
政
改
革
」

に
よ
っ
て
、
自
治
体
行
政
の
外
注
化
・

民
間
委
託
の
推
進
、
職
員
の
削
減
な
ど

に
よ
る
「
財
政
再
建
」
が
押
し
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。

一
方
、
１
９
９
０
年
代
か
ら
地
方
分

権
「
改
革
」
が
叫
ば
れ
、
２
０
０
０
年

「
地
方
分
権
関
連
一
括
法
」
に
よ
っ
て
、

自
治
体
が
国
の
下
部
組
織
と
し
て
扱
わ

れ
て
き
た
「
機
関
委
任
事
務
」
は
廃
止

と
な
り
、
「
国
は
自
治
体
の
自
主
性
・

自
立
性
に
配
慮
し
て
、
国
の
関
与
は
必

要
最
小
限
に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
原
則
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
平
成
の
大
合
併
」
「
三
位

一
体
改
革
」
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
」
な
ど
が
、
「
国
か
ら
地
方
へ
」

の
分
権
改
革
と
い
う
名
で
す
す
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
安
倍
・
自
公
政
権
は

「
地
方
創
生
」
と
い
う
名
で
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
と
公
共
施
設
等
の
「
集
約
化
」
を

す
す
め
、
大
都
市
を
中
心
と
し
た
自
治

体
に
は
「
国
際
競
争
力
の
強
化
」
の
名

の
も
と
に
国
家
戦
略
特
区
な
ど
の
手
法

で
大
型
開
発
を
集
中
し
、
国
の
政
策
を

地
方
に
押
し
つ
け
る
や
り
方
を
強
め
て

い
ま
す
。

区
長
の
見
解
を
問
う

そ
こ
で
区
長
に
質
問
し
ま
す
。

地
方
自
治
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
踏
ま
え
、
現
在
、
地
方
自
治
体
の

自
主
性
・
自
立
性
は
拡
充
さ
れ
て
き
て

い
る
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

国
の
地
方
に
対
す
る
統
制
は
、
分
権

改
革
以
前
よ
り
も
強
化
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

（
以
上
、
小
栗
質
問
）

質
問
に
対
し
、
区
長
は
「
地
方
の
自

主
性
・
自
立
性
は
高
ま
っ
て
い
る
」

「
し
か
し
、
都
市
部
の
財
源
を
吸
い
上

げ
、
地
方
に
再
配
分
す
る
動
き
は
、
地

方
分
権
に
反
す
る
」
「
特
別
区
長
会
な

ど
を
通
じ
て
、
医
療
・
介
護
保
険
制
度

の
充
実
を
図
る
よ
う
働
き
か
け
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。
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舞踊 長唄「元禄花見踊」

11
月
３
日
、
泰
明
小
学
校
の
校
庭
で
、

「
第
６
回
新
富
座
こ
ど
も
歌
舞
伎
in
銀

座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
富
座
こ
ど
も
歌
舞
伎
は
、
今
年
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

子
ど
も
と
は
思
え
な
い
大
人
顔
負
け

の
演
技
に
、
い
つ
も
感
心
し
ま
す
。


